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広報委員
の一言

　この３月で直江津にある新潟労災病院が閉院に
なりました。この病院には県内の総合病院では珍
しく精神科外来（当初は神経科と標榜）がありま
した。私がここに関わるようになった経緯は省き
ますが、前任の先生を引き継いで、20年以上、週
１回直江津まで通いました。
　私のいる柏崎市からは高速を使って40分くらい
の距離です。道路がそう混雑することもなく快適
な道で、春には大潟付近の桜並木がとてもきれい
です（横目で見るしかできませんが）。そこを過
ぎるあたりから頚城の山々がよく見えますが、こ
ちらは冬の、雪をかぶった景色が素敵です。帰り
には柏崎の米山がよく見えます。だいぶ以前、ま
だ子どもが小学生の頃、ここを通った時、あの山
なに？と聞いてきたことがあります。米山だよ、
毎日見ているだろう、とぶっきらぼうに答えてし
まいました。考えてみれば、反対側から見たのは
初めてだったわけで、言ってから少し反省しまし
たが黙っていました。

　さて労災病院精神科の話に戻りますが、基本的
にはいわゆるリエゾン外来を行っていました。主
に入院患者の、不眠や抑うつなどの精神症状につ
いて相談されるわけですが、近年増えてきたのが、
夜間せん妄や術後せん妄への対処です。この病院
には認知症看護の専門認定を受けた看護師さんも
いて、よく依頼を受けていました。
　外来では新患患者は受け付けていませんでした
が、以前から通院している患者さんは継続して診
察していました。そのため閉院が決まってからは
その後の転院先を探すのが主な仕事になりまし
た。中には長年通っていたがこの際薬もやめて卒
業しようという患者さんも何人かおられ、皆さん
薬を無事漸減中止することができてほっとしてい
ます。
　転院先の先生方には快くお引き受けいただき、
大変ありがたく思っております。

（恩田　晃　記）
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